







その他のタイトル Methodology of Japanese language education for
sustainability based on linguistic ecology : a





























が ， 社会に IIJ~I て行く若年層の一人ひとりの雇用，及び生活に直結し，日本では
採用の取り消しゃ派遣切さらには内定者の自宅待機の状況として現れている。


































































下の-人になると感じられる者も多くいる。日本に限らず E U 1000ユーロ
世代と 1干ばれる(円にすれば一ヶ月14-5万円で生活する)高等教育を受け
た若者の状況，さらにはアメリ力の 3000から 3500万人といわれるスープキッ


























































































( 1 ) 成系構造の成り立ちーその 1:過程的構造と現実生態場的構造一
成系H'J造には，一方に歴史的生成過程の形づくる過程的構造があり，他方に
「今，ここJで形作られる現実生態場的構造がある。現実生態場(岡崎 2009c)


































































































































































































































































































































































































(4 ) 群像追体験を同世代人 10億飢餓の視点から考える
これは上で‘辿ってきた追体験活動の冒頭から，各ケースを通じて，自己や各
ケースで取り上げる併像のそのつながりの向こうにある (67億人の人口のう




























































































































m . ~I: 正規の別，賃金1 liJ)支など，によるものがある。この両者を取り巻く広























































































































































































































































< I~I 本で-派遣社員をい く つも経験 中国の大連で 日系企業での正社員に採
Fl'Jされる機会を求めて，中国で働く 〉
日本で、の XEJJ~社員への道に展望がない中で l:j=l国に活路を求めた。l二|二"主lの大



























1か月になったH寺， NHK の「クローズア y プ現代」のJ最!1~のためのテレビカ



































な弁護士資'用申請手数料を食費を節約し， 7 ヶ月!'1m!行:金してI:I，l~m したばかり
である。この|剖， r 2遡おきの小切手の半分は家賃に， もう半分はIli，それか
ら電気・ガス・水道代と 仕事の行き帰りの交通貨jに使う。「下着の買い換
えはできなpJrクリスマスもしなしづ「食事はするつもり」のようにして乗り
106 |問的 W:1. tJf. 










































































たりして o 1司じホームレスのくせして ここに家作るなとか何とかいってさ。
ほらあいつだよ。あいつ。あの担子郎っておもったけどさ。まあね。けんかして




































いのしかし，体力がなく 一人で、は外r'J~1 が難し pJ と言っていた。またまとも
なものを食べていないので栄養失調のような病気になっており，まともに働け
ず，たちくらみなどがする。部屋の壁や家具につかまりながら，立ち上がるの
がやっとであった。栄養失調になる前は玄関から 20メートルぐらい I;Jj~ れた!註
ili.J誌にー人で歩・いて移動する事ができていた。 12月に次男から差し入れがあっ












































































































1 EI1 度，チャパティ (インド古来の小麦で作る平たいパン)とレンズマメ
































































































































いう政策が挺言されている。この結果 国庫負担割合を 現行の 4分の 3から
3分の 2に引き下げ.1700億円を削減する案が提示された。その結果，地方
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